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ババーーテテンンダダーーののジジェェンンダダーー分分析析  

――イインンタタビビュューーかかららみみるる女女性性ババーーテテンンダダーーのの現現状状――  

張 永芳1 

 

ははじじめめにに  

筆者は以前中国において女性バーテンダーとしての実務を経験する中で、その業務の社

会的評価が低く、世間からの偏見にもさらされていることを実感した。このような差別を

克服するためには個人的な努力では限界があるのではないかと考えた。そして、差別の背

景にあるジェンダー非対称の構造について探究したいという意欲が生じてきた。これが本

研究の動機である。 

実際にはバーという職場は男性中心の世界であり、客として飲酒を楽しむ側でも、バー

テンダーとして酒やサービスを供給する側でも、ジェンダー非対称の現象が明らかに存在

する。しかし、今までバーテンダーという職業は正式に社会学の研究のテーマとして取り

上げられることが少なかった。また管見のかぎりでは酒場に働く人たちのジェンダーにか

かわる問題についての研究もほとんど見受けられない。そのため、バーテンダーという職

業に焦点を当て、女性への偏見の存在とその特性を分析し、さらに女性バーテンダーがど

のように男性社会に生きているか、どのようにしたいと思っているのかを明らかにするこ

とは意義があることではないかと考えた。 
とはいえ、女性バーテンダーについてのわずかな記述のみられる先行研究の中には、有

益な指摘もある。とりわけ、専門性としては男性が得意とする酒の技術2より、感情ケア

を重視するサービスのニーズに応じているのではないかという指摘である。 

本稿では、男女バーテンダー当事者に対するインタビュー調査を実施する。そして、そ

の結果の分析・考察を通して、こうした指摘が実態に即したものであるかを検証したい。 

本稿の構成は次のとおりである。 
第 1 節では、先行研究を参照しながら、その問題点を指摘し、本稿の目的を明らかに

する。第 2 節では、聞き取り調査の内容と結果をまとめて整理する。そして、第 3 節は

日本における女性バーテンダーの現状を分析しながら、現状の背後に潜んでいる原因を

考察し、今後の課題について述べる。 
 
 
 

  

   

 
1 大阪府立大学 人間社会システム科学研究科 博士後期課程（人間社会学専攻） 
2 酒に関する銘柄、調合、提示の技術を指す。日本バーテンダー協会によると、調酒及び飲酒に関する

正しい知識や、カクテルを中心とする調酒・調理技術の内容も含まれている。 

3人間社会学研究集録17（2021），3−18（2022年3月刊行）
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第第 11 節節  先先行行研研究究のの検検討討とと本本稿稿のの目目的的  

日本では、バーテンダーに関する学術研究はわずかであり、バーテンダーに関するジ

ェンダーの視点による探究をする研究書もほとんどみうけられない。バーテンダーを対

象とした一般書はいくつか存在するものの、バーの基本知識に関するものや、バーテン

ダー個人の物語を描いた主観的な記述の場合がほとんどである。女性バーテンダーに焦

点をあてる著作は複数みうけられるが、ジェンダーの視点での分析というより、女性バ

ーテンダーの活躍を宣伝し期待する面が強調されている。 
例えば、水沢（1999）は、女性バーテンダーの活動の観察やインタビューを行うなか
から、かつては抑圧されていたが、いまでは解放された明るい将来のある職業と期待す

るものである。 
インタビューに応じた女性バーテンダーの発言に、「私にとってのこの仕事の一番の魅

力は、接客なんです」（水沢，1999:44）というものがある。著者も、「男性にはない感性
を持った女性バーテンダーは、それだけで強力な武器を持っていることになる...女性な
ら男性にはできない気配りやサービスで個性を打ち出していくことが可能なのだ」（水

沢，1999:20）と述べる。ここでは女性バーテンダーが、「気配り」や「サービス」とい
う点で女性のジェンダーと重ねられ、強調されている。 
ところが一方で、「日本の社会には酒場の女性といえばお客の隣に座ってサービスをす

るもの、女には酒の味はわからないという昔からの古い固定観念に支配される人が、今

も少なからず存在する」（水沢，1999:13）という懸念も示し、著者自身はこういう固定
観念を持たないとしている。にもかかわらず、「女性特有のしなやかな感性を生かして仕

事に取り組む」（水沢，1999:13）など、女性＝サービスという「固定観念」も払拭され
ていない。 
またバー評論家のたまさぶろとカメラマンの斉藤美春は『麗しきバーテンダー』

（2015）のなかで 53名の女性バーテンダーを取材し、各自の個性、職業観、目標などを
紹介するとともに、男性社会における女性バーテンダーの立場の過酷さを伝えている。

同書によれば、バーテンダーの仕事内容は男女ともにハードだが、女性バーテンダーの

場合には、だれでも一度は客から「女の作ったカクテルなど飲めるか」といった言葉を

浴びせられる「屈辱の経験」があるという（たまさぶろ，2015:111）。 
日本語以外の文献として、タイ・ウェイゼル（2014）がある。本書はニューヨークの
マンハッタンで 10年間バーテンダーとして働く女性が遭遇したエピソードを語るもので
ある。そこで筆者はこう述べている。「バーテンダー3にはセックスがつきものだ。少な

くとも、そう思われている」（ウェイゼル，2014:83）。つまり、ニューヨークのような都
市においても、女性バーテンダーはセクシュアルな存在であり、色気を売るような存在

として認識されることが多いというのである。 
女性バーテンダー自身のなかでも、「薄着の効果は抜群」（ウェイゼル，2014:56）とい
ったことをはじめとして「異性に媚びる」（ウェイゼル，2014:57）技術のあれこれが共
有されているという。もちろん、他者からのセクシュアルな存在へと貶められることは

常態である。例えば、新人女性バーテンダーは、「格好のセクハラ対象だった」（ウェイ

ゼル，2014:73-74）し、キッチンの男性の多数が「しょっちゅう女のことを“女性器(カン
ト)”と呼んで」（ウェイゼル，2014:62）いた。さらに「雇い主たち」（ウェイゼル，
2014:72）も「わたしのことを、女狐とか、あばずれとか、売女以外の名で呼んだことが
なかった」（ウェイゼル，2014:72）。このような女性バーテンダーのセクシュアルな存在
への還元は、酒の技術は不要であるといった認識をもたらしているのである。 

 
3 この文献は女性バーテンダーを中心とするものであるため、この記述における「バーテンダー」は女

性を指すものと思われる。 

張 永芳4



3 

Reskin（1990）は、バーテンダーと性別職域分離についての研究を行っている。すべ
ての女性化している職業（feminizing occupations）は、サービス部門において拡大する傾
向にある。そのため、男性労働者の吸収力が下がり、女性労働者が参入する機会が増え

ている。サービス部門が拡大によって女性の雇用が増大したとしても、男女間の文化的

障壁は崩れにくいと彼女は指摘する。女性が性的対象とされ、ハラスメントを受け、男

性より仕事能力がないなど、これらの障壁は 10年間かかっても破れない場合が多いとい
う。そのため、Reskinは、障壁を排除するには、女性バーテンダーに対する社会的な受
け入れの可能性を変化させることと、女性バーテンダーならではの魅力に対する需要を

高めることという二つの条件があると主張している。 
また、Spradley（1975）は、参与観察（involvement）と離脱観察(detachment)という調
査方法をもちいながら、一年間にわたり、Brady’s Barで働いている 7人の女性ウエイト
レスを対象として研究した。その研究目的は、女性ウエイトレスの目を通し、本人の経

験を了解し、彼女らの言葉（terms）でバーの文化及び当時のアメリカ文化を記述し、ま
た彼女らの行為を引き起こす環境/文脈（large context）をとらえることであった。 

Spradleyによれば、女性ウエイトレスがバーにおける役割は、家庭での彼女の役割―
―男性のニーズを満たす――の延長線上と捉えられる。さらに、男性と女性の関係は社

会的相互作用の過程により規定されている。例えば、「冗談関係（the joking 
relationship）」である。たとえ男性バーテンダーが女性ウエイトレスを性的対象として揶
揄したとしても、女性ウエイトレスは場の雰囲気を壊さないため、反論せず、客と一緒

にこの冗談に合わせねばならない。 
また、なにげない注文場面も、実際にはおびただしい多様な方法で行われていること

が発見された。男性客と女性ウエイトレスの間で行われる日常的なコミュニケーション

行為としての、複雑な言語使用のレパートリーも、そこに含まれる4。例えば、男性客が

飲み物を頼むさい、そのふるまいが、個人の男らしさを示すだけでなく、その場にいる

他の男性とのつながりを知らせる主体性のアピールともなることがある。このような言

語使用、あるいは言語のパフォーマンスは、男性的価値観/男らしさを強化し(express 
important male values)、バーにおける男性の間のメンバーシップをも再び主張される。 
その他にも、著者は、男性バーテンダーと女性ウエイトレスの仕事内容や立ち位置の

違いといった点や、男性の仕事をしようとする女性と女性の仕事を避ける男性という現

象から、男女の社会的地位の差や、両者の分離状態を指摘している。 
以上のように、欧米の先行研究では女性バーテンダーへの調査や研究が行われている

が、日本の状況とは大きく異なっており、それを直接に参照することはむずかしい。他

方、日本における先行研究で、女性バーテンダーに焦点を当てている調査はほとんどな

い。また、女性バーテンダーへの偏見や不平等な扱いについては言及しているが、その

背後にある原因を分析したり、解決策を探求したりすることもない。 
したがって、本稿の目的は、男女バーテンダーに直接面接を行い、その結果を通じて

女性バーテンダーの現状を確認する。また、バーテンダーの仕事とジェンダーの間に、

どのような絡み合いがあるのか、女性バーテンダーがどのように生き残れるのか、探求

してみたい。 
  

 
4 原文:“The routine acts of communication between customer and waitress included a complex repertoire of 
language usages transforming simple requests into rituals that express important male values.”
（Spradley1975:147） 

バーテンダーのジェンダー分析 5
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第第 2節節  質質的的調調査査かからら見見るる男男女女ババーーテテンンダダーー  

2.1調調査査概概要要 
バーテンダーへの取材は、半構造化面接法を用いたインタビュー調査とし、2017年 7
月から 2018年 8月まで、大阪府内の男女バーテンダーを対象に実施した。インタビュー

は主に被調査者が勤めている店で行い、インタビュー時間は、一人につき、開店の前の

2時間程度とした。インタビューの会話は、被調査者の同意を得たうえで、ICレコーダ

ーで録音した。また、プライバシーを配慮して、個人名のかわりに、それぞれ A さん、

B さん、C さん、D さんとした。5 

調査対象者を、オーナーバーテンダーに限定したのは、バーテンダーにとって、自分

の店を持つということが成功であるという意味を持つからであり、その人物が、かなり

の年月を専門職としてバーテンダーの仕事に取り組んできたと判断できるからである。

バーのデザイン、仕入れ、客層などに関する基本的な知識を保持しているという点から

も、オーナーバーテンダーを、対象とするのが適切だと考えた。そこで、本稿ではスノ

ーボールサンプリング法（回答者から知人を紹介してもらい、雪だるま式にサンプル数

を増やしていく方法）を用い、オーナーバーテンダーにインタビューを実施した。分析

方法としては筆者の問題意識に基づいた項目を抽出し、それに沿って整理した。  

各バーテンダーの基本情報を表 3 に示す。 

表 3 バーテンダーの基本情報 
属性 

 
 
ケース 

年

齢

層 

性別 勤務

年数 
制服 日本バーテ

ンダー協会
6との関連 

バーテンダーとしての経歴 

A さん 40
代 

女性 19年 着て

いる 
入会 一軒目：バイト 2年 

二軒目：店長 6年 
三軒目：オーナーバーテンダー11年 

B さん 40
代 

女性 12年 着て

いる 
入会しない 一軒目：正社員 4年 

二軒目：正社員 2年 
三、四軒目：店長 4年 
五軒目：オーナーバーテンダー2年 

C さん 40
代 

女性 18年 着て

いる 
入会 一軒目：オーナーバーテンダー5年 

二軒目：オーナーバーテンダー13年 
D さん 40

代 
男性 26年 着て

いる 
入会したこ

とがある 
一軒目：ホテルバーの正社員 1年 
二軒目：レストランバーの正社員 3年 
三軒目：オーナーバーテンダー5年 
四軒目：オーナーバーテンダー14年 

 
 

 
5 大阪府立大学人間社会システム科学研究科の倫理審査により 2017 年 9 月 5 日に承認された。 
6 一般社団法人 日本バーテンダー協会は、バーテンダーの技術の練磨と人格の陶冶を目的として昭和 4
年に設立されました。本協会は、わが国に於けるバーテンダーの資質の向上と調酒及び飲酒に関する正

しい知識の普及を通じて、飲料文化の発展と継承を担い、カクテルを中心とする調酒、調理技術の向

上、食品衛生の推進、バー及び職場に於ける健全で衛生的な環境の確保を図り、もって国民の福祉と環

境衛生の向上に寄与する事を目的とする。http://www.bartender.or.jp/（閲覧日:2020 年 11 月 7 日） 

張 永芳6
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2.2仕仕事事やや酒酒のの文文化化にに対対すするる情情熱熱 
バーテンダーの仕事を選択するのは、もちろんこの仕事に対してなんらかの情熱があ

るからであろう。女性 A さんらはバーテンダーの仕事にどのような気持ちを持つか、男

性の D さんとどう違うのか見てみよう。 

インタビューで、A さんは「すごい世界」、「芸術」、「感動」、「好き」などの表現を用

いて、バーとカクテルに対する感覚を述べた。初めてバーに入った感動やショックの気

持ちが記憶の中に深く刻まれたので、昼間の仕事をやめてバーテンダーを本職として選

んだ。そして、「興味本位で」、この職業を 20年も続けてきた。A さんのこの愛着は酒へ

の憧れから発展し、仕事をずっと続ける原動力になった。 
B さんの表現は、「素敵、面白い、楽しい」といったものが目立つ。つまり、B さんが

好ましく感じているのは、バーテンダーの仕事をしている過程なのだろう。酒造りに対

しても、接客サービスに対しても、「楽しい」といった気持ち、「充実」という感覚が伝

わってきた。また、バーテンダーの仕事にやりがいがあると何回も述べていた。「やっぱ

りすごくやりがいを感じる」、「やりがいがありますね」、「こんないい仕事はないぞ」。ま

た、B さん自身はバーテンダーという職業を愛している師匠から育てられたので、後継

のバーテンダーを育てたいという面も強調した。バーテンダーという職業が好きなの

で、多くの人にこの職に就いてもらいたいのだろう。 

A さんや B さんと違い、C さんは夫の店を「手伝っていくうちにだんだん面白くなっ

てき」て、元来ウイスキーの匂いも好きであったこともあいまって、バーテンダーに転

身した。しかし、C さんのバーテンダーに対する愛着の理由は他の人と異なっている。 

C さんは今まで自分の価値観が変わるおいしい酒と何回も出会ったことがある。その

ため、同様の経験を客にも体験してもらいたいと思っている。C さんは、酒とはおいし

い飲み物というだけのものではなく、人の考えをも変えることができるような大切なも

のとして愛着している。言い換えれば、C さんは世俗的な価値（お金儲けとか出世）で

はなく、酒に愛着することより、酒を通して得た内面の成長につながる価値を好む。 

3人の女性バーテンダーに比べて、男性の D さんはどのような情熱を持っているの

か？ウイスキーへの愛着を何回も繰り返し強調した D さんは、ウイスキーからいろいろ

な知識や歴史を学んだという。酒は D さんにとって、好きな飲み物というだけではな

く、世界を広く知るための手段でもあり、物事に対する奥深い哲学のようなものを考え

させる効果もある。なお、ここの「奥深い」というのは、文化や精神的な面だけでな

く、作業の面をも含んでいる。「道具を使って、それをまた綺麗に見せて」というような

「アナログな作業が多い」が、そうしないといけない理由や考え方があると D さんはい

う。これは C さんが言及したバーテンダーになった男性には、繊細さがあるということ

だろう。 

以上の 4 人は全員酒が好きで、この仕事を愛しているが、好きな点がそれぞれ異なっ

ている。A さんは酒を芸術として扱い、酒そのものを愛している。B さんは師匠に人間

的に惹かれ憧れた結果、師匠のようにバーテンダーを多く育てたいといった形で、仕事

への愛着を示す。C さんは自分の価値観を変えた酒を飲んだ経験から、この経験を他人

にも体験して欲しいというような愛着だ。D さんはモルトウイスキーを愛していて、そ

のモルトウイスキーから自分の世界観が広がったので、古典的な酒文化を世の中に広げ

ていきたい。 

それぞれの発言にはこの仕事への情熱と愛着がうかがえるが、その愛着はそれぞれに

異なる。しかし、男性であろうと、女性であろうと、自分の好みの面を強調しながら、

バーテンダーの仕事を長年に続けている。つまり、女性バーテンダーと男性バーテンダ

ーでは、この職業に対する愛着の程度と深さはそれほど変わりがないようにみうけられ

た。先行研究では女性バーテンダーは酒の技術より接客サービスを好むというような記

述が多くあったが、少なくともこのインタビューの限りでは、現代日本の女性バーテン

バーテンダーのジェンダー分析 7
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ダーは違っているといえる。A さんらが愛するのはバーであり、カクテルであり、バー

テンダーこの仕事である。 

2.3専専門門性性向向上上ののたためめのの努努力力 
もちろん、情熱だけでは、バーテンダーの専門性を説明することはできない。前述し

たように、バーテンダーとしての専門性を示すためには、酒の技術と接客サービスとし

ての「テンダー」7の両者の能力を示すことが最も必要である。また、この二つの要素に

かかわる向上心も専門性の一つの証明になる。この節では、A さんらがバーテンダーに

なるため、どのように自分の専門性を向上させているかを紹介しよう。 

2.3.1酒酒のの技技術術へへのの向向上上心心 
A さんは毎月バーテンダー協会が開催している勉強会に参加し、3年に一度は本場のス

コットランドに 2週間程度見学に行くなど、より良い酒造りの技術を追求し続けている。

また、自費で日本国内の蒸留所に見学するほか、海外の蒸留所にも 3年に一回程度勉強の

ために行くことがある。この努力により、彼女の創作したカクテルはコンテストで受賞し

た。しかし、彼女はこの成功で自己満足することはない。彼女は日本バーテンダー資格8

をとった後、さらに世界バーテンダー資格も引き続いて取得している。バーテンダーとい

う男性世界に入りながら、他人に甘えず努力し、そこから「仕事には男女の区別がない」

と語る。自分が新人の頃には、男性先輩に厳しく育てられ、10L のビール樽を 2 つ運ぶこ

ともあった。辛い思いをし、やめたいと思う日もあったが、乗り越えてきたと A さんは

話した。 
B さんは専門学校で体系的に勉強したことはないが、職場での実務を通しての職業教育

方法である OJT(On-the-Job Training)という形で自分のお金と時間をかけて知識や技術を

身につけていった。水や果物の選択、製氷にも詳しく、ウイスキーやカクテルの正確な知

識も持っている。常に古いカクテルの本を参考にしながら、レシピを調整して自分なりの

発想で新たなカクテルの開発に挑戦している。あるいはチーズや食材の本から情報を得た

り、パティスリーやケーキ屋をリサーチし、「食材の扱いとか組み合わせ」を探究してい

る。そして、B さんは日本バーテンダー協会に入会していないため、日頃から注意して勉

強会などをチェックして、必要ならば参加しなければならない。勉強会や授業の情報を得

るために、積極的に「普段からアピールしておく営業を」したり、「アンテナを張って」

ネットで授業をチェックしたりしている。もちろんネットや書物など人からの情報に頼ら

ず、「蒸留所とか醸造所とか酒造ってるところを見に行って…その周りのバーを視察して

回って」ということも常に行っている。 

C さんは A さんと同じく、日本バーテンダー協会に入会することを通し、酒の技術を

磨いている。C さんがバーテンダーを始めたのは、元バーテンダーの夫からの「生活の

リズムがお互いに合うといいな」という誘いからだ。そのあと、技術を向上するため

に、カクテルコンペティションなどにチャレンジしたり、大会を見学に行ったりしてい

 
7 「この語（バーテンダー）が生まれたのはアメリカで、bar（酒場）という言葉と、Tender（世話

人、身張り人）という言葉を合成して、1830 年代に生まれた。」（花崎 2011:20）つまり、テンダーとい

うのは世話するという行為・感情労働を含むことだ。 
8 日本バーテンダー協会では、バーテンダーの職業的権利を保つため資格認定制度に基づき資格試験

(バーテンダー呼称技能認定試験、インターナショナルバーテンダー呼称技能認定試験)を行っていま

す。この制度は N.B.A.にあって最も重要な制度です。取得した資格認定証書は、確かな技術者の証明

として、お客様に大きな信頼感を与え、ますます社会的評価が高まっています。

https://www.bartender.or.jp/qualification/（閲覧日：2021 年 11 月 29日） 

A さんは日本バーテンダー協会に入会しているので、日本バーテンダー協会で行われているバーテン

ダー呼称技能認定試験を参加した。日本バーテンダー協会には二種類の認定試験を実施している。「バ

ーテンダー呼称技能認定試験」と「インターナショナルバーテンダー呼称技能認定試験」がある。前者

は日本国内で通用であり、後者は世界に行くときに通用する資格である。 

張 永芳8
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る。その際に、メーカーの出店ブースを一通りチェックし、新商品をテイスティングす

ることもある。それ以外は支部の会などにおいて会員同士で新商品やほか良いアイテム

などの情報交換をしたりしている。 

インタビューした 4 人のバーテンダーの中で、男性 D さんが唯一バーテンダースクー

ルに通った人である。しかし、D さんは酒の技術に関する話題にはあまりふれなかっ

た。D さんは、独立のバーをもつため、借金や経営の辛かった経歴をメインに話した。

だが、D さんも若い時に、バーテンダー大会に 4度参加した経験がある。また、モルト

ウイスキーを愛しているため、店にもウイスキーと関わる工夫を色々とする。例えば、

ウイスキーの歴史上重要な地位を有している動物にちなんだ店名にして、コースターも

その動物に基づいてデザインしている。酒に関する知識だけでなく、酒に関連している

歴史や世界観も深く勉強した。 

A さん以外、C さんと D さんも日本バーテンダー資格だけでなく、世界バーテンダー

資格も手に入れた。3 人とも若い時に、大会やコンペティションに挑戦して自分の能力

を証明しようと試みている。B さんはこういうような資格を持たないが、常に A さんと

C さんと一緒にバーテンダー交流会を参加している。4 人とも自分なりの形で酒の技術

を向上しているといえるだろう。 

2.3.2テテンンダダーーププロロととししててのの向向上上心心 
述べたように、酒の技術と接客サービスとしての「テンダー」の両者の能力がバーテ

ンダーには必要である。したがって、Aさんらはテンダーの面においても頑張ってい

る。バーテンダーとして、酒の技術のみならず、テンダーも同様に重視している点で

は、4人全員共通している。しかし、テンダーを重要視するといっても、各々重きを置

く場所は異なっている。 

テンダーについて、A さんは「一番難しいのはやっぱり対人」と話した。毎日がマニ

ュアル通りに一筋縄というわけにはいかない。一例として、客の話をよく聞き、客が望

んだ返しではなく、自分の言葉で自分なりの答えを出すことを努力しているという。こ

のように客に媚びることなく、自分の個性を打ち出すことに、A さんは配慮している。

とはいえ、A さんは、疲れてバーに来る客に、気分を変えて家に帰ってほしいという優

しい心を持っている。「お客さんが来られて、まずは表情を見て声のトーンを感じて、そ

の中の気分」がよく見えるようになったという。そこで、客から感じた気分や状態によ

って、アルコール度数を少し減らすなどして、レシピをアレンジする。客の気持ちに丁

寧に配慮し、客に対する配慮と酒の知識や技術を融合して酒を作る A さんの仕事は、テ

ンダーとしての仕事と酒造りの仕事を見事に融合させている。 
聞き手の役割をうまく演じる A さんと異なり、B さんはより鮮やかなやり方で接客サ

ービスをしている。例えば、B さんは、泣いている客の前に一見してそれとはわからない

ようにティッシュペーパーの箱を置き、パンっと倒して涙を拭くことをすすめ、客を笑わ

せるようなことである。また、家の鏡の前で、客に聞かれた質問と自分の答えを想定し、

自分の表情や唇をチェックしながら、より良い応答ができるよう何回も何回も練習してい

る。 

さらに、驚くべきことに、B さんは、常連客の情報や店に来る頻度も全部覚えてい

る。週に二回三回の客はもちろんのこと、ワンシーズンに一回や半年に一回の客も全部

頭の中に入れているのである。また、B さんにとって、テンダーで大事なのは客に（酒

以外の）「正確な知識の提供」もするということだ。例えば、酒とは関係のないような介

護や法律などの正しい知識を提供するために、自分が「もっと勉強したい」という。B
さんは日本バーテンダー協会に入会はしていないが、調酒及び飲酒に関する正しい知識

を普及する、という点で、協会と同じ目的を持っている。 

C さんは Bさんと同じく、客への答えを毎日自答自問の形で反芻している。また、テ

バーテンダーのジェンダー分析 9
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ンダーの技術を細部にわたって試行錯誤している。まずメニューを見直した。「メニュー

があると、初めての客とのコミュニケーションが基本すっごく少なくなる」という可能

性があるので、店の中にはメニューを置かないことにした。自分のバーを「空間だけの

提供」にしたくないので、客に積極的に話しかけている。客の表情をよく観察して、そ

れに対する自分の対応が適切だったかどうかを確認している。もちろん、「楽しくいれる

環境を作るのが一番」だが、楽しいのは客だけでなく、店で働いている人間も楽しいの

が一番いい、ベストな状況だと Cさんはいう。また、客に同一のサービスが提供できる

ように、冷静で凛とした自分でいられるようにして、客との距離感に配慮している。 

テンダーについてどう思うかという問いに、D さんは先輩から教えられた話を教えて

くれた。バーテンダーを直訳すると、バーの優しい人になるが、「なぜ優しいのか」。テ

ンダーは「やっぱりその技術とか経験を学ばないとできないこと」だと D さんは考えて

いる。テンダーのコツは、話す技を工夫することだという。考えてしゃべるのは基本

で、あとは客のことをバカにしないことだ。なにか「奥深い」ものは誰にもあるので、

それを聞き出すより、客が自然にしゃべるようにさせることが重要だ。例えば、自分が

「うわべをしゃべって、深いところはお客さんにしゃべらせる」。また、持ち味みたいな

ものがバーテンダーみんなの中にある、それを個性として生かしてしゃべるバーテンダ

ーは、客の心をくすぐる力がある。もちろん、客の好みにより、話す内容や喋り方を変

えていくのも大切だという。 

テンダーの面においても、4 人は自分なりの考えで客とのコミュニケーションを改善

するために努力している。3人の女性バーテンダーは男性バーテンダーに負けない努力

で酒の技術を磨く。そして、男性Ⅾさんも女性バーテンダーに劣らないテンダー能力で

サービスを提供している。つまり、女性バーテンダーは男性バーテンダーと同じよう

に、酒の技術とサービスの両方に力を尽くしているのである。女性なのでサービスだけ

を重要視するというわけではなく、むしろ男性バーテンダーより更に酒の技術に工夫し

ている姿が伺える。女性がテンダー専門、男性が酒の技術専門というジェンダー的な偏

見も、彼女たちの実態とは合致しない。男性は女性よりテンダー能力が弱いという偏見

も再認識するべきだろう。 

2.4社社会会かかららのの否否定定的的ななままななざざしし 
先行研究では、女性バーテンダーは社会からの厳しいまなざしにさらされている。例

えば、女性が作った酒がうまくない、あるいは、酒場の女性はたいてい体を売り物にし

て儲けるなどの偏見が多くみられる。インタビューした 4 人のバーテンダーも社会の否

定的評価を経験したことがある。 

2.4.1両両親親かかららのの反反対対 
女性バーテンダーへの否定的なまなざしはまず、家族の反対から読み取ることができ

る。A さんはバーテンダーとしてアルバイトをしていた時、夜の仕事なので「すごく親

に反対されたし、家を出て行きなさいっていわれた」。自分の店を持つまでずっと反対さ

れていて、どの店に働いても見にきたことがなかったと A さんは振り返る。今は自分の

店を持ったので、両親も納得して、父親は店に一度だけ飲みに来たことがある。 
B さんは「もうバーテンダーになるってさすがによういわなくて、30歳も目前にし

て」、両親に告げずにバーテンダーの仕事を始めた。後に両親に告げたが、「もう始めて

るから、やめられない…もう(昼間の)仕事もやめてるし」という経緯で仕事を続けてい

る。今でも父親は B さんに「夜は家にいてほしい」といい、心配してよくバーに来る。 

それらと比較するならば、夫のバーを手伝う形でこの世界に入った C さんは一番穏や

かな方式でバーテンダーになったといえる。それでも、最初は両親に反対された。「何年

もお店続けられたり、どこかで結果が出た」ので、認められているのではないかと C さ

張 永芳10
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んは思っている。 

D さんは男性であるが、バーテンダーを始めた時も両親に「アホウなことばかりいっ

て」と、反対された。しかし、親のいうことを聞かずにバーテンダーになった。「石の上

にも三年」という父親の言葉に従い、今までやり続けた。「子供も三人おって、ご飯食べ

られて、家も買って」などの結果をあげることによって、D さんは、両親の思い込みを

変え、納得させることができた。 

4人の両親の発言や態度から、バーテンダーに対する抵抗がわかった。しかし、4人全

員が両親の反対で思いとどまることなく、自分の考えを固持してバーテンダーの世界で

輝いている。また、両親たちの反対の様子は男女によって異なる。程度でいえば、両親

の女性に対する反対は、男性より強い。反対のポイントも違っている。女性バーテンダ

ーに対しては、女性がバーテンダーになるということ自体に反対する。しかし、男性に

対しては、バーテンダーを長く続けられないであろうことへの心配や反対が主たる理由

である。 

2.4.2酒酒場場でで働働くく女女性性へへのの偏偏見見、、否否定定、、見見下下しし 
家庭内の反対は親族としての将来に対する心配からくるものであるからまだ理解しや

すいものといえるかもしれないが、家庭外からの否定的なまなざしはそれほどわかりや

すいものではなく深刻である。 
A さんはバーテンダーになったあと、両親の激しい反対のほか、客の態度からも女性

バーテンダーに対する偏見を経験している。例えば、自分が男性のように頑張っても、

同じ地位に立っても、男性客から「女性に何ができるんだ」といわれる。それと同様の

発言は跡を絶たない。また、オーナー・バーテンダーになってからも、セクハラなどの

不愉快な目に遭う可能性が高いといった。女性バーテンダーが作ったカクテルがうまく

ないというように、低く見下される発言を受けることは、しばしばである。客にキスを

強要されるようなセクハラが何度もあり、女性が店長なんてありえないということもい

われた。具体例をあげられなかったが、「見た目で軽く見られてしまう…ほとんど女性の

色9っていうのをまったく出さないようにしている」と A さんは語っている。 

B さんも、客から「セクハラ、モラハラ、パワハラ」など多くの不愉快な経験をして

いる。しかし、その経験をそれ以上説明しない。人から「水商売10」というような差別

的な言葉をうけ、周りの人から「続かないよ」というような批判的な発言をされたこと

もある。 

C さんは自分の不愉快な経験については語らないが、女性バーテンダーは世間に高い

評価を得られないと感じている。「ただ水商売の延長線上でやってそうな感じで捉えてる

人も多かった」と、語っている。また、女性バーテンダーが「水商売」と混同されやす

い傾向が世の中にあることを三度強調した。周りの人に認められることが難しいとも述

べた。最後、C さんは女性バーテンダーのこのような状況を変えるのは難しいのではな

いか、と憂慮している。 

D さんは社会から偏見を受けたことへの言及はしなかったが、この仕事を始めた時、

どうすれば周囲から専門職として認められるかということを考えた。D さんは、自分の

店を持たないと、親も周囲の人からも専門職のバーテンダーとして認めてもらえないと

 
9 A さんの話により、ここの「女性の色」というのは、女らしさである。A さんは昔、宝塚の舞台の

男役みたいに女性色を出さないようにしていた。 
10 日本国語大辞典には、水商売は、「客のひいきによって成り立ってゆく、収入の不確かな盛衰の激し

い商売。主として、待合・貸座敷・料理店・バー・キャバレーなどにいう」とある。しかし、インタビ

ューした女性バーテンダーが話す「水商売」は、このような定義とは異なる用いられ方をしていると考

えられる。本稿はインタビュイーの使用する意味を採用し、「水商売」を「女性の性的魅力を提供する

仕事」として用いる。 
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考えた。つまり、バーテンダーにおいて成功は何かとは定義が難しいが、店を持つこと

は成功の証の一つといえるのかもしれない。 

また、D さんは男性だが、女性バーテンダーの男性社会における困難はわかると話

す。女性が男性の性的対象であることを利用して、バーを営業すると、いわゆる「マ

マ」になるという。しかし、「女らしさ」「性的魅力」を売り物にしない優秀な女性バー

テンダーに対しては、女性ではなく、男性と同様のプロとして認めている。つまり、「女

性」を「売り物」にせず、かつ、技術において優れていれば、男性と等しいとみなされ

る。 

前述したように男女関係なく、酒場で働く人に対する世間のまなざしは厳しい面はあ

るが、なかでも女性バーテンダーは、社会から「水商売」とみなされ偏見にさらされて

いたことがわかった。特に若い時には偏見が今よりひどかった。男性バーテンダーと違

い、3人の女性バーテンダーに対しては、主にジェンダー規範からの逸脱という面での

批判がなされている。つまり、女性は家庭の中で娘や妻としての役割を果たすべきで、

酒場などで働くべきではないという規範である。この場合、批判の中には、女性バーテ

ンダーの酒の技術に対する不安を示し、テンダーに偏っているのではないかという疑問

の形で表現されることが多い。また、そこには先行研究が提起したように、女性バーテ

ンダーに対する性的対象としてのまなざしも実際に存在している。 

第第 3節節  分分析析かかららのの考考察察  

以上のデータと分析から、4人のバーテンダーが酒の技術やテンダーに対する考えは

それぞれ異なっていることがわかった。そして、女性バーテンダーの現状をうかがうこ

ともできる。男性バーテンダーと同じように、酒に関する技術と知識を磨きながら、男

性客から性的対象というまなざしではみられないように適切な距離感を保った接客サー

ビスに努力している姿である。つまり、女性バーテンダーは男性バーテンダーのように

努力しているが、先行研究に見受けられるような偏見やまなざしを避けることができな

かった。本節では女性バーテンダーが遭遇した困難のまとめと、困難の原因を分析しな

がら考察する。 

3.1ババーーテテンンダダーーのの仕仕事事ににつついいててのの異異ななるる態態度度のの形形成成要要因因 
4 人に対する分析から、それぞれバーテンダーという職業に対し違った態度を持って

いることがわかった。こういった違いはどのようにして形成してきたか考察してみる。 

一つは、性別による差異があるからかもしれない。3 人の女性は、男性よりバーテン

ダーになる道がより険しかったので、そうした経験の違いから男性バーテンダーとは違

った職業観になったとしても、当然だろう。 

もう一つは、バーテンダーが男性の仕事だとみなされる傾向がまだ一般的に強いとい

うことだ。C さんと D さんは同じく、バーテンダーが男性に向いている仕事と思ってい

る。また、二人とも、女性バーテンダーが女らしさで仕事をするなら、「水商売」の「マ

マ」になると考えていた。ただし、C さんはバーテンダーが男性の仕事と思ってはいる

が、男性を真似しているのではない。D さんも男性の仕事と思っているものの、その一

方で女性バーテンダーには困難を乗り越えてほしいと期待している。 

3.2女女性性ババーーテテンンダダーーのの「「テテンンダダーー」」役役割割のの難難ししささ 
異なった態度を持っているが、4 人のバーテンダーは共に酒の技術とテンダーを重要

視している。しかし、女性バーテンダーがテンダーの役割を果たすことは、男性よりも

難しいと感じられる。 
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Dさんによれば、女性バーテンダーがテンダーを重要視しすぎるなら、「水商売」とみ

なされる可能性が高くなる。Cさんも、女性バーテンダーが女らしさでテンダーをする

なら、他の種類の店との区別がつかなくなり、「水商売」の「ママ」になるという。女性

バーテンダーに対し客が要求する「テンダー」役割は、男性バーテンダーに対してより

も大きい。女性バーテンダーはテンダーとしての表現を、男性バーテンダー以上に求め

られている。男性バーテンダーもテンダーをするが、たとえテンダーに偏っても水商売

といわれることは少ないだろう。しかし、Cさんと Dさんの発言からわかるように、女

性バーテンダーはテンダーをさらに重要視するなら、「水商売」とみなされる可能性も高

くなる。つまり、男性と異なり、女性バーテンダーはテンダーをする際に、テンダーの

表現が過度に女性らしくならぬよう注意しなければならない。 

3.3女女性性ババーーテテンンダダーーののジジェェンンダダーーにによよるる困困難難とと解解決決策策 
上述のように、女性バーテンダーは、「水商売」と結び付けられる偏見に、男性以上に

さらされている。3人の女性バーテンダーはいずれもそうした偏見にさらされる経験を

してきた。また、Aさんらの両親のバーテンダーになることへの反対は、おそらく社会

のバーテンダーに対する評価を反映しているのだろう。社会のバーテンダーに対する評

価が高くないことは、両親が反対する一つの理由であると思われる。女性がバーテンダ

ーになる際に、周りの反応が男性より厳しいであろうことはインタビューから推測され

るが、それには、社会からの偏見にジェンダー的バイアスが加わって、女性にのしかか

っていることが一因であると考えられる。 

さらに、ハラスメントに遭ったり、バーテンダーとしての基本的な仕事である酒の調

合の技術水準が疑われたり、まともに評価されなかったこともある。こういうジェンダ

ーの差異に基づく困難を形成する原因の一つは、歴史的に盛り場における女性が性的対

象とみなされてきたからだと考えられる。現在もそういう考え方が残っているので、女

性バーテンダーを「水商売」として扱うことになるのだろう。 

このような困難を回避するため、女性バーテンダーは男性バーテンダーより、さらに

自分へのジェンダーステレオタイプに配慮しながら、性的対象として見られることを避

けている。彼女たちは二つの対策を提起した。 

まず一つ目は「女らしさ」を隠す効果のある制服というプロテクターを着用すること

である。 

3人の女性バーテンダーは、制服のことを話す際に、「信頼感」という言葉に言及しな

かった。最初に筆者の予想していた制服に関する回答には、女性がパンツスーツを着用

する理由の一つは、客からの信頼感を得るためだという答えを期待していた。というの

は、「女性バーテンダーが作ったカクテルがうまくない」と世間の偏見があると考えられ

るからだ。女性バーテンダーは性的対象とされる可能性がある。そこで、外見から自分

の能力や技術をアピールするために、制服を着用するのだと予想した。だが、実際は異

なった。制服を着用する理由を客の信頼感を得るためだといったのは、男性である Dさ

んであった。 

女性バーテンダーが客からの信頼感を不必要としているのではない。制服を着用する

だけでは客からの信頼感が得られるわけではないことを知っているからである。制服を

着用することは、男性バーテンダーには、演出効果があるが、女性バーテンダーにとっ

てはそうではない。女性バーテンダーにとって、制服の一番大きな作用は、セクシュア

リティを売り物にしていないことのアピールである。そのことを彼女たちは「中性的」

という表現で表している。 

もう一つは「中性的」な立場をとるという戦略である。Bさんの中性は「男らしくも

なく女らしくもなく、仕事中は中性的な、無性の態度」を取ることだ。Cさんの中性は

「女性に寄り過ぎず、男性に寄り過ぎずっていう感じ」である。女性バーテンダーは中

バーテンダーのジェンダー分析 13
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性ではない立場で仕事をすれば、続けられない可能性が高くなるという。Aさんは中性

といわないが、昔の経験により、自分は作ったカクテルがおいしくなかったとみられる

ので、若い頃は、女のジェンダーを隠すことをしなければならなかったと述べた。つま

り、女性の 3人全員が、バーテンダーの仕事中に、自分のジェンダーを意識しながら動

かなければならないと感じている。 

男性バーテンダーはジェンダーを気にかけることなく、酒の技術とテンダーを工夫す

ればいい。女性バーテンダーは酒の技術とテンダーの他、自分のジェンダーにも注意し

なければならない。みてきたように、バーテンダーという職業の中に、世間のジェンダ

ー期待が色濃く影を落としているからである。 

しかし、実際には、Cさんによれば、男性バーテンダーと女性バーテンダーの間に

は、「ギャップはなかった」という。女性がバーテンダーになるのは、男っぽい価値観や

男性気質があるからだ。逆に、インタビューからは、男性バーテンダーには、繊細さが

あり、細やかな心配りができる感性を持つ人が要求されているように感じられた。つま

り、いわゆる「男性気質」と「女性気質」を両方持っている人が、バーテンダーにふさ

わしいようなのだ。バーテンダーの仕事を続けられる人も、この二つの気質をもつ人が

多い。性別にかかわらず、バーテンダーという仕事が要求している特性だけを持てば、

バーテンダーとして生き残れるかもしれない。だが、世間の「水商売」に対する軽蔑の

まなざしを女性バーテンダー自身が内面化してしまい、「中性的」な自分と「ママ」に扱

いされる女性とを差異化することで、アイデンティティを確立しているということをも

う少し深く考察してみると、男性によるヒエラルキーの構造を維持するために、女性の

分断のエージェント＝名誉男性として利用される一面も見えてくるかもしれない。 

3.4結結論論 
先行研究であろうと実際のインタビューであろうと、女性バーテンダーを周辺化する

社会的なまなざしが実在することがわかった。これらのまなざしは、時間的にまたがる

だけでなく、地理や空間においても広がって存在している。そして、そのまなざしに直

面した経験を持つ女性バーテンダーの対策は、ジェンダー非対称的な現実を克服するた

めのものであろうか。その社会的構造自体への検討が必要である。 

単にノーを言い張ることから、カウンターの幅を拡大することや「中性的」な姿勢を

示すことなどまで、女性バーテンダーがさらされた否定的まなざしに応対する解決策

は、さまざまに展開されていることがわかる。 特に、「中性」という言葉は、先行研究

の中では見出されなかったが、実際のインタビューでは頻繁に登場していた。この言葉

は、女性バーテンダーが周辺的位置から脱却するための戦略として機能しているといえ

る。しかし、男性社会への同化や服従を意味する一面もある。いずれにせよ、バーテン

ダーという職業において、女性は確かに大きな困難に直面していることがわかった。こ

れが日本における女性バーテンダーの現状である。 

おおわわりりにに  

本稿では、先行研究において検討されてこなかった問題意識に基づき、主にインタビ

ューの言説をもとに、男女バーテンダーの実態を調査し、ジェンダーによる差異を分析

し、それに伴う困難に対する解決策を考察した。内容としては、バーテンダーという職

業に注目し、男性社会における女性バーテンダーの困難が存在することを指摘した。イ

ンタビュー調査を行った上で、男女バーテンダーの考えを比較しながら、女性バーテン

ダーの現状を明らかにした。 

結論として、女性バーテンダーが遭った困難は主にジェンダーによることがわかっ
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た。また、女性バーテンダーにとって、このような困難により、「テンダー」の役割が難

しくなったということがわかった。そして、女性バーテンダーが目指している将来の理

想的な姿が単に男性並みの「中性」を目指すことなのかを検討することで、さらに考察

を深めた。また、男女比較だけでなく、バーテンダーという職種において、女性が自分

のジェンダーの境界をまたいだ特性を生かし、生存戦略を見出している点をインタビュ

ーから発見した。 
本稿の限界はまず、各バーテンダーとの接触時間が短く、充分な信頼関係を築くこと

ができず、本音を十分に引き出すことは難しかったのではないかと思われることであ

る。また、インタビューした男女バーテンダーの人数が少なく、客側の分析と考察もな

いので、追加すればより厳密な研究ができると思う。 

男性社会のマイノリティーとして、女性バーテンダーたちはジェンダーによる差別と

いう困難に直面していた。水沢（1999）の本と比較すると、2000年くらいの女性バーテ

ンダーは、インタビューした 3 人の女性バーテンダーと同様な困難に遭っていることが

わかった。3 人のバーテンダーは現在 40代なので、差別された経験もほとんど若い時の

2000年くらいの社会であり、先行研究の時間と合致した。つまり、バーテンダーに対す

る偏見や思い込みはやはり時代性の限界を考えないといけない。20年後の現在には、若

いバーテンダーに対する社会的まなざしがあるかどうかを再確認することは今後の課題

の一つになる。また、年齢とまなざしの関係や女性バーテンダー同志の分断についても

再考する必要がある。 
実際には、国勢調査11と日本バーテンダー協会12のウエブサイトを見れば、女性バーテ

ンダーが男性の社会に進出しつつあることがわかった。これはバーテンダーという職業

の性別分離の解消に役に立つ状況ととらえることもできるが、筆者はこの解消はまだ表

層的なものだと考えている。今後の研究方向として、国勢調査と日本バーテンダー協会

のデータを整理しながら、インタビューしたバーテンダーへの追跡調査を行いつつ、こ

れから女性バーテンダーはどのような立場で男性を中心とする社会に対抗し生き残って

いけばいいのかを探究したい。また、コロナウイルスの原因で営業が制限され、厳しい

状況にある現在、女性バーテンダーがどのように生存戦略を展開していくか見てゆきた

い。 

 

 

 
11 1970 年から、国勢調査は職業小分類の中で独立した職業としてのバーテンダーの集計を開始しまし

た。政府統計の総合窓口 国勢調査，PR 情報，https://www.e-stat.go.jp/stat-
search/files?page=1&toukei=00200521&result_page=1（閲覧日:2022 年 1 月 20 日） 
12 一般社団法人 日本バーテンダー協会(N.B.A.)は、1929 年(昭和 4 年)に飲料文化の発展とバーテンダ

ーの技術の練磨と人格の陶冶を目的に設立され、1970 年には厚生省(現、厚生労働省)より社団法人認

可、2013 年 4 月に内閣府より一般社団法人の認可を受け、現在に至っております。毎年開催される全

国バーテンダー技能競技大会は、格式、伝統共にわが国のみならず、広く世界に知られており、優勝者

には厚生労働大臣賞が授与されます。http://www.bartender.or.jp/（閲覧日:2022 年 1 月 20 日） 
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A gender analysis of bartending work: 
The current status of female bartenders as observed through interviews 

Humanities and Sustainable System Sciences 

 ZHANG YONGFANG 
 

Abstract 
Even today bartending is still a male-dominated job in which gender segregation is deeply 

entrenched. Though there are gender asymmetric phenomena within this workplace, few have been 
taken up as subjects of research, despite the fact that the numbers of female bartenders are steadily 
increasing. In order to clarify the gender phenomenon occurring in bartender work, this paper 
investigates the actual situation of both male and female bartenders by using data from interviews 
and employing discourse analysis. It analyzes gender differences and considers solutions to the 
difficulties associated with them. The research focuses on the profession of bartending and points 
out the difficulties that exist for female bartenders in a male dominated workplace.  

After conducting interviews and comparing the views of male and female bartenders, the current 
situation of female bartenders was clarified, and the existence of gender segregation in the 
bartending profession was confirmed. The study reveals that the difficulties encountered by female 
bartenders were found to be mainly gendered. These difficulties made the role of 'tender' more 
difficult for female bartenders. Besides, this paper also finds that social gaze has an effect on 
workers in this profession. Social gaze not only affects the relationship between male and female 
bartenders, but also affects the career development of bartenders. Finally, the study then examined 
whether it is appropriate that female bartenders to adopt a 'neutral' persona more aligned to their 
male counterparts. 

 
 

Key words: female, bartender, gender, social gaze, segregation 
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